
ハウスコンディション AI分析
1. 基本分析

【長さ】: 43フィート 。前月より1フィート長くなっています 。
【総オイル量】: 26.48 mL 。標準的な量ですが、内側と外側の比率が9.06と高く、
外側のミスに寛容なハイスコア設定です 。

2. 具体的な攻略ライン
【狙い目】: フッキングポイント（オイルの出口）は12枚目付近を意識してくださ
い。10枚目あたりをタイトに通し、外のドライゾーンに軽く当てるラインが安定
します。

3. ボール選択と表面加工
【推奨ボール】: 吉江プロのアドバイス通り、非対称コアのボールが最適です 。
「少し走るボール」が投げやすいため、箱出し（ポリッシュ）の状態か、パール/ハイ
ブリッド素材を選択してスキッドを稼ぎましょう 。

4. 試合運び
【スタート】: 10枚目前後を軸に、外側のフリクション（摩擦）を確認しながら攻め
ます。

【中盤以降】: オイルが削れてきたら、非対称コアの強い起き上がりを活かすため、
少しずつ立ち位置を内に移動し、出し戻すラインへ移行します。

5. まとめ
43フィートと長さはありますが、比率が良く「投げやすさ」を感じるレンコンで
す。走り系の非対称ボールで、ポケットへの入射角をしっかり出すことがスコアメ
イクの鍵となります。

※AI回答ですので責任は持てません



AI分析リーグ＆サンデーコンディション

1. 基本分析
【長さ】: 42フィート（ミディアムロング）
【総オイル量】: 27.0mL（やや多めのミディアムヘビー）

2. 具体的な攻略ライン
【狙い目】: 42ftの定石通り、10枚目付近をフッキングポイント（オイルの出口）に
設定します。立ち位置16～18枚目から、スパット10～12枚目を通すややタイトな
ラインから攻めるのが安全です。

3. ボール選択と表面加工
【推奨ボール】: キャリーダウンに負けないよう、序盤はソリッド系のカバーを推
奨。表面は#2000～#3000程度に整え、手前の安定感を重視しましょう。

4. 試合運び
【スタート】: 中盤のオイルを使いつつ、外の壁（7枚目より外）をガイドにしてポ
ケットへのルートを確保します。

【中盤以降】: 手前のオイルが削れてきたら、ハイブリッドやパール素材へ変更。立
ち位置を少しずつ内に寄せ、フッキングでのロスを抑えたキレのある動きにシフ
トします。

5. まとめ
典型的なハウスパターンに近いですが、オイル量はしっかりあります。外にミスし
ても戻りますが、出しすぎると先で甘くなるため、10枚目を通す意識で「壁」を味
方につけましょう。

※AI回答ですので責任は持てません



AI分析トーナメントコンディション

1. 基本分析
【長さ】︓45ft（ロング）
【総オイル量】︓28.125mL（ミディアムヘビー）

2. 具体的な攻略ライン
【狙い目】︓10枚目の壁をガイドにし、フッキングポイント（出口）を10～12枚付近
に設定します。ロングパターンのため、外に振りすぎず、タイトなアングルでポ
ケットを突くのがセオリーです。

3. ボール選択と表面加工
【推奨ボール】︓序盤は手前からキャッチするソリッド系の対称コア。表面は2000
番程度の曇りがある方が、ロング特有の「奥での滑り」を抑制でき、安定します。

4. 試合運び
【スタート】︓吉江プロの助言通り対称ソリッドを選択。無理に曲げず、10枚目沿い
を通すイメージでラインを固めます。
【中盤以降】︓手前のオイルが削れたら、ハイブリッドや強めのパールへ移行。少し
ずつ立ち位置を左に寄せ、ピンアクションを出すための入射角を確保します。

5. まとめ
10枚目の壁を信じ、タイトなラインで奥の動きを安定させることが重要です。

※AI回答ですので責任は持てません



オイルパターン スケジュール表
月 火 水 木 金 土土 日日

朝

夕
方

① ① ① ① ① ①

③

①

② ②
①ハウスコンディション
②リーグ＆サンデーコンディション
③トーナメントコンディション

●オイルパターンは毎月変更します。
●②③は大会使用レーンのみリメンテします。
●お盆、年末年始などの繁忙期は土曜日扱いとさせて頂きます。　　●詳しくはスタッフまでご確認下さいませ。

●プロチャレンジ、シーズンカップなど特別大会時には別途ご案内します。
●都合によりリメンテを変更、実施しない場合がございます。


